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In Australia, five-year-old children before entering elementary school are positioned in a
Prep and have been put into compulsory education. What is the significance of working on
early education from the age of a nursery school or kindergarten in Japan to the compulsory
education? The purpose of this study was to conduct multiple field visits in Cairns, Australia,
and to explore the current status and possibilities. In addition, I thought that by doing so, I





















具体的な方法としては，以下の 3 つの視察と 1 つの対談を実行し，その都度共同研究者のメン
バーで直接見聞きした事実を記録し共有していく。その記録をもとに Prep の現状と可能性を整
理し，日本の就学前教育に生かせるプログラム開発について議論を深めていく。
・Butterflies Early Learning Centre・・・Prep の前の 2 歳半から 5 歳の年代まで
・St Gerard Majella Primary(SGM)の視察・・・Prep から小学 6 年生の年代まで
・St Andrew's Catholic College の視察・・・Prep から高校までの一貫校
・Neville Simpson 夫妻との対談・・・算数教育の指導的立場であり実践家
３．視察の実際
（１）Butterflies Early Learning Centre・・・Prepの前
の 2歳半から 5歳の年代まで
① I Sand Box（砂場の学習装置）について





3 歳半から 5 歳までの子どもを Kindy として預かっている。そ
の下の年代は保育となり，この園では 15ヶ月から対象となる。他
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図１ I Sand Box
の園では，6ヶ月から預かっているところもあるようだ。Kindy のプログラムは本来 4 歳児を対
象としたものだが，3 歳半から 5 歳までの子どもに適応している。また，色，形，数，名前の頭文
字等が判別できることを目的としている。


















してイギリスの童話である『Goldilocks Three Bears（ゴルディロックスと 3 匹のくま）』を紹介
してもらった。
④ その他










（２）St Gerard Majella Primary(SGM)・・・Prepから小学 6年生の年代まで
① 教員間の打ち合わせ
同じ学年を受け持つ教員同士で，必ず打ち合わせを行う時間が確保されている。3 年生 58 名の









3 年生から一人 1 台 iPad を持って，プログラミング学習を行っ
ている。プログラミング学習は，6 年前から行っていて，今では
Spirou，Bi-pottu，Dash という 3 つのプログラミング教材を扱っ




1 年に 1 回，科学の祭典が行われている。
ちょうど視察の日が科学の祭典であった。マルチパーパスホールという野外屋根付きの多目的
















た。ただし週に 3 日間しかなく，その 3 日間でさえ来ない子どももいたので，きちんとしたルー
ティンがなかなか確立できなかった。また，個人差がとても大きく，十分なことができなかった
ようだ。その Preschool は 2006 年に廃止され，2007 年から Prep が始まった。Preschool には，
国のカリキュラムがなかった。
⑥ Prepの制度について
オーストラリアの学期日程は，1 月末に始まって 12 月末で終わり，全部で 4 つの学期（term）
に分かれている。学齢は，7 月 1 日から 6 月 30 日を同学年とする。ターム 1 は 10 週間で，ター
ム 4 は小学校に向けての準備となる。Prep が始まって以来，子どもの受け入れや教員の確保は
徐々にできていった。この学校の来年度の Prep 入学者数は 40 人（男女 20 人ずつ）で，既に埋
まってしまっている。しかも，100 人がウェイティングリストに載っている状態である。













Prep のターム 1 が始まる頃の問題点は，椅子にきちんと座っていられない子どもが多いこと
である。幼稚園とのギャップを少しでも埋めるために，幼稚園と年間で 4 回交流をしている。そ
の上で，Prep の 1 学期は，学校を好きになってもらうことを大切にしている。
ターム 1 からターム 4 に向けては，当初アクティビティ，プレイベースの時間を多くしていて，














Prep のターム 4 が終わるまでに，算数では 1 から 20 までの数を理解し使いこなせることを目











Prep の教室は必ず 2 人の教員がつく。資格を持つ教員 1 名と補助の教員が 1 名。Prep を担当
している他の学校の先生たちと会って，情報共有することが度々ある。課題としては，同じ教材
を翌年も使うことがなかったので，実態に合わせて新たな教材を作成していくことが大変であっ
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・数の書き順等は，特に指導しないのか？
→ Prep の 1 学期に指導はしている。また，モーニングルーティンの中でも扱うことがある。
しかし，Prep の 4 学期が終わるまでに身につけばよいと考えている。
・我々（視察グループ）としては，1 年生の内容を Prep で先取りするのではなく，もっと体験的
な素地を大事にしたいと考えているがどう思うか？





・Prep の 1 学期では，具体的にどんなアクティビティを行っているのか？
→１から 5 の数でできるゲーム，数が含まれた歌，粘土や工作で番号を作成，さいころをころ
がしていくつになったか，フラッシュカード等。
（３）St Andrew's Catholic College・・・Prepから高校までの一貫校
① 学校の体制






Prep の子どもたちは，安全上運動場に出てはいけないことになっている。小学 1 年生から出
てもよい。Prep が義務教育になる前から，5 歳児のクラスを設けていた。Prep の子どもたちは，
1 週間に 1 度はクラスで図書館に出向き，本に親しむようにしている。
Prep と小学 1 年生では，算数の種（Mathseeds）というプログラムを使っている。これは，




1 クラスに 2 人の先生がついている。その内 1 人はアシスタントティーチャーである。授業時











→ 60 分のところもあれば 40 分のところもある。本校は 40 分であるが，ベル等は鳴らない。
国で定められている算数の時間は，1 週間で 5 時間（300 分）。よって，40 分の授業時間なら






























Simpson 夫妻は，2 人共 40 年以上の教員経験があり，教員としての定年を迎えた後も，算数の
教え方のプログラムを現場の教員に指導している。算数を学ぶ上での障害の手助けや早期教育に
関心がある。以前は，算数・数学の得意な子どもを対象に指導したり，時にはキャンプを行った




































Prep の授業は 60 分だと長すぎる。実際には 20 分くらいしか集中力は持たない。せめて 45 分
が限界ではないか。
ギャップを埋める１つのアクティビティとして，実物のお金を使うこともある。おはじきやさ
































素地を養う場面が不十分であるという点である。日本の算数では 1～100 までの数を小学校 1 年






本研究の現地視察に当たっては，St Gerard Majella Primary，Butterflies Early Learning
















第 10 集 .
東海学園大学紀要 第 25 号74
